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須影一区自治会運営規約 

 

制定 平成２４年１２月 ９日 

改正 平成２７年 ３月２９日 

改正 平成２８年１１月２０日 

改正 平成２９年 ３月２５日 

 

第１章 総則 

 

(名称及び事務所） 

第１条 この会は、羽生市須影一区自治会(以下、本会という。）と称し、事務所は自治会長(以下、

会長という。）宅に置く。 

 

(区域） 

第２条 本会の区域は、羽生市須影地区内の上組及び宿組の各小字の区域する。 

 

(班） 

第３条 第２条に定める区域の各小字に班を置く。会員は原則としていずれかの班に所属する。

班の形成および構成員については会員の合意で行う。新たな班を形成する場合は、評議員会議

の承認を得る。 

２ 各班は班長を１名選出する。 

 

(目的） 

第４条 本会は、第２条の区域に居住する住民の親睦を図り、市行政及び須影地域内の他の区と

連携のもと、住民の相互扶助と福祉の増進及び地域の安全・安心を推進し、明るい地域づくり

を行うことを目的とする。 

 

(事業） 

第５条 本会は、第４条の目的を達成するため、次の各号に定める事業を行い、必用な規約は別

に定める。 

(１） 会員相互、地域の各種団体及び市行政と連携・協力すること 

(２） 生活環境の向上並びに防災・防犯対策を推進すること 

(３） 相互扶助活動及び健康・福祉の増進に関すること 

(４） 所有する資産及び施設の管理運営に関すること 

(５） その他目的達成に必要な事業 

 

第２章 会員 

 

(会員） 

第６条 第２条に定める区域に居住する世帯及び団体はすべて本会の会員となることができる。

ただし、団体は、賛助会員とし議決権は有しないものとする。 

２ 会員は班を通じて自治会の運営に参加するとともに、自治会と会員との連絡調整は班を通じ

て行う。 

 

(会費） 

第７条 会員は、別に定める会費を納入しなければならない。 

 

(入会） 

第８条 第２条に定める区域に住所を有する世帯又は所在地を有する団体で本会に入会しようと

する者は、別に定める入会申込書を会長に提出するものとする。 
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２ 本会は、正当な理由がない限り、第２条に定める区域に住所を有する世帯及び所在地を有す

る団体の加入を拒んではならない。 

 

(退会） 

第９条 会員は、退会しようとするときは、別に定める退会届を会長に提出するものとする。 

２ 会員が第２条に定める区域に住所を有しなくなったときは、退会したものとみなす。 

 

第３章 役員 

 

(役員） 

第１０条 本会に、次の役員を置く。 

(１） 会長                   １名 

(２） 副会長(各小字別１名）          ２名 

(３） 評議員議長・副議長 (各１名）      ２名 

(４） 評議員(各小字別）            若干名 

(５） 班長                   各班１名 

(６） 顧問                   １名 

(７） 会計監事                 １名 

 

(役員の職務） 

第１１条 会長は、本会を代表し、会務を統括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代行する。 

３ 副会長は、事業計画の執行並びに業務について連絡・調整を各班長に行う。 

４ 副会長は、会計、土木事業、公会堂管理、公園管理、共同墓地管理の各業務を分担する。 

５ 評議員議長は、評議員会議を主宰進行する。 

６ 副評議員議長は、評議員議長を補佐し、議長が欠けたとき、その職務を代行する。 

７ 評議員は、評議員会議において自治会の重要事項について審議する。 

８ 班長は、自治会の事業計画等の執行、会員への連絡に当たる。また、班内会員の自治会に対

する意見、要望を集約し自治会に反映させる。 

９ 顧問は、自治会運営に関し適切な助言を行う。 

10 会計監事は本会の会計及び資産の状況を監査する。 

 
(役員の選任） 

第１２条 会長は、総会において、会員の推薦（自薦も可）を受けた会員の中から選任する。 

２ 副会長は、総会において、各小字内で会員の推薦（自薦も可）を受けた会員の中から選任する。 

３ 評議員議長（正・副）は、評議員の中から互選で選出し、総会において承認する。 

４ 評議員は、各小字内で会員の中から選出し、総会において承認する。 

５ 班長は、各班毎に互選により選出し、総会において承認する。 

６ 顧問は、前任会長を充て、総会において承認する。 

７ 会計監事は前任の会計担当副会長を充て、総会において承認する。 

 

(役員の任期） 

第１３条 会長、副会長、評議員、顧問、会計監事の任期は２年とし、再任を妨げない。班長の

任期は、１年とする。(但し、班の事情により自由に決めることが出来る。）補欠により選任さ

れた役員の任期は、前任者の残りの期間とする。 

 

第４章 総会及び会議 

 

(総会の構成） 

第１４条 総会は役員(会計監事を除く）をもって構成する。 
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(総会の種別） 

第１５条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は、原則として毎年３月に開催する。 

３ 臨時総会は、会長が必要と認めたときに開催する。 

 

(総会の招集） 

第１６条 総会は、会長が招集する。 

 

(総会の議長） 

第１７条 総会の議長は、その総会に出席した役員の中から選任する。 

 

(総会の定足数） 

第１８条 総会は、役員(会計監事を除く）の過半数の出席をもって成立する。ただし、委任状を

提出した役員は、出席者とみなすものとする。 

 

(総会の議決） 

第１９条 出席した役員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 

(総会の審議事項） 

第２０条 総会は、次の事項を議決する 

(１）事業計画及び収支予算に関すること 

(２）事業報告及び収支決算に関すること 

(３）役員の選任に関すること 

(４）規約の制定改廃に関すること 

(５）資産及び会費に関すること 

(６）その他本会運営に係る重要な事項に関すること 

 

（総会の議事録） 

第２１条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

（１）日時及び場所 

（２）役員の現在数及び出席者数（委任状を提出した役員を含む。） 

（３）開催目的、審議事項及び議決事項 

２ 議事録には、議長及び議事録作成者の署名押印をしなければならない。 

 

(会議） 

第２２条 本会を運営するため、評議員会議、班会議並びにその他の会議を設ける。 

 

第２３条 評議員会議は、年４回程度会長が招集し、次の事項について審議し、出席者の過半数

で決定する。 

（１）総会に付すべき事項 

（２）総会の議決した事項の執行に関する事項 

（３）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項 

２ 評議員会議は、会長、副会長、評議員議長、評議員、顧問、並びに八幡神社氏子総代長、衛生

協力会会長で構成する。 

 

第２４条 班会議は、必要に応じ班長が招集し、班内の事項について審議する。 

 

第２５条 会長は、必要に応じその他の会議を開催することができる。 

 

第５章 その他 
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(経費） 

第２６条 本会の運営経費は、会費、補助金、寄付金等をもって充てる。細則は、別途定める。 

 

(会計監査） 

第２７条 会計監査は、会計監事が行い、当該年度の会計を監査し、その結果を総会に報告する

ものとする。 

 

(会計年度） 

第２８条 本会の会計年度は、原則として４月１日より翌年３月３１日までとする。 

 

(附則） 

この規約は、平成２４年１２月９日より施行する。 

(附則） 

この改正規約は、平成２７年４月１日より施行する。 

(附則） 

この改正規約は、平成２９年４月１日より施行する。 

 

 
 


